
 

 

 

 

第２章 結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊調査結果に掲載している数値は四捨五入のため、内訳合

計が総数にあわないことがあります。 



 

    

●●●●30303030 歳以上歳以上歳以上歳以上男性男性男性男性のののの約約約約３３３３人人人人にににに１１１１人人人人，，，，40404040 歳以上歳以上歳以上歳以上女性女性女性女性のののの約約約約４４４４人人人人にににに１１１１人人人人がががが肥満者肥満者肥満者肥満者（（（（BMIBMIBMIBMI≧≧≧≧２５２５２５２５））））●●●●    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

    

    

●●●●成人男性成人男性成人男性成人男性のののの約約約約３３３３人人人人にににに１１１１人人人人，，，，女性女性女性女性はははは約約約約４４４４人人人人にににに１１１１人人人人がががが運動習慣運動習慣運動習慣運動習慣ありありありあり●●●●    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●非非非非喫煙者喫煙者喫煙者喫煙者のののの割合割合割合割合はははは年年年年々々々々増加増加増加増加傾向傾向傾向傾向●●●●    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１    平成平成平成平成２２２２２２２２年県民健康年県民健康年県民健康年県民健康・・・・栄養調査結果要旨栄養調査結果要旨栄養調査結果要旨栄養調査結果要旨                

 30 歳以上男性の肥満者の割合は 30.5%，40

歳以上女性の肥満者の割合は 24.1%でした。 

年次別にみると男女とも，平成 12 年から 18 年

にかけて増加しましたが，平成 18 年から 22 年に

かけて減少しています。 

平成 12 年と 22 年を比較すると，30 歳以上男

性は 1.7%増加，40 歳以上女性で 4.4％減少して

います。 

BMI(Body Mass Index)＝体重(kg)／身長(m)2 により判定 

18.5 未満･･･低体重（やせ） 18.5 以上 25.0 未満･･･普通 

25.0 以上･･･肥満 

＊日本肥満学会（2000 年）による肥満の判定基準 

成人の運動習慣者の割合は，男性 36.1%，女性

26.6%でした。 

年次別にみると，男性は平成 12 年から 22 年

まで増加していますが，女性は平成 12 年から 18

年で減少し，22 年に増加しています。 

平成 12 年と 22 年を比較すると男性で

13.3%，女性で 1.2%それぞれ増加しています。 

運動習慣者 

週２回以上，１回 30 分以上の運動を１年以上継続している者 

 成人の非喫煙者の割合は，男性で 59.2%，女性で

87.9%でした。 

年次別にみると，男女とも平成 12 年から 22 年

まで増加しています。 

平成 12 年と 22 年を比較すると，男性で 15.4%，

女性で 1.6%それぞれ増加しています。 

非喫煙者 

たばこを以前は吸っていたが今は吸わない者，以前から吸

わない者 

-２１- 



    

●●●●不足不足不足不足しているしているしているしている野菜摂取量野菜摂取量野菜摂取量野菜摂取量●●●●    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

●●●●まだまだまだまだまだまだまだまだ多多多多いいいい食塩摂取量食塩摂取量食塩摂取量食塩摂取量●●●●    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

●●●●１１１１日日日日のののの平均歩平均歩平均歩平均歩行行行行数数数数はははは，，，，男性男性男性男性 6,7186,7186,7186,718 歩歩歩歩，，，，女性女性女性女性 6,1256,1256,1256,125 歩歩歩歩●●●●    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 １日の歩行数は，男性 6,718 歩，女性 6,125

歩でした。 

年次別にみると，男性は平成 12 年から 22 年

まで減少していますが，女性は平成 12 年から 18

年で減少し，22 年に増加しています。 

平成 12 年と 22 年を比較すると，男性は 713

歩，女性は 580 歩減少しています。 

成人１日あたりの野菜摂取量は，男性 317ｇ，

女性 299ｇでした。 

年次別にみると，男性は平成 12 年から 18 年

に増加し，22 年に減少しました。女性は平成 12

年から 22 年まで減少しています。 

平成 12 年と 22 年を比較すると，男性では 17

ｇ，女性では 18ｇそれぞれ減少しています。 

成人１日あたりの食塩摂取量は，男性 11.9ｇ，

女性 10.4ｇでした。 

年次別にみると，男女とも平成１２年から２２年

まで減少しています。 

平成 12 年と 22 年を比較すると，男性では

2.8g，女性では 2.6g それぞれ減少しています。 

 

12年：平成 12年県民健康栄養調査   17年：平成 17年県民健康調査   18年：平成 18年県民健康・栄養調査  

22年：平成 22年県民健康・栄養調査 
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イイイイ　　　　男性男性男性男性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況

・肥満者の割合は，男性では，４０歳代で最も高く，２０歳代で最も低かった。

ロロロロ　　　　女性女性女性女性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況

・肥満者の割合は，女性では，７０歳以上で最も高く，２０歳代で最も低かった。

・やせの割合は，２０歳代女性で最も高かった。

２２２２　　　　県民健康調査県民健康調査県民健康調査県民健康調査のののの概要概要概要概要

①①①①　　　　体格体格体格体格のののの状況状況状況状況（ＢＭＩ（ＢＭＩ（ＢＭＩ（ＢＭＩのののの状況状況状況状況））））

BMIの区分による肥満・普通・やせの者の割合（女性・年齢階級別）

11.7
21.8 16.6 9.1 9.0 7.3 11.1

66.8

69.9
65.0 73.6 69.1 68.3 58.8

21.6
8.3

18.4 17.3 22.0 24.4 30.1

0

1

1

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

肥満

普通

やせ

男性の約３人に１人，女性の約４人に１人が肥満である。
２０歳代女性の約５人に１人が低体重（やせ）である。

＜参考＞　肥満度：ＢＭＩ（Body Мass Index）＝体重kg　／（身長m）２　により判定

１８．５未満・・・低体重（やせ）　　１８．５以上２５．０未満・・・普通　　　２５．０以上・・・肥満
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本肥満学会（２０００年）による肥満の判定基準より）

BMIの区分による肥満・普通・やせの者の割合 （男性・年齢階級別）

4.7 9.2 5.1 1.7 2.3 3.2 8.0

66.1
70.2

66.7
61.1 66.1 63.8

69.2

29.2
20.6

28.2
37.1 31.7 33.0

22.9

0

0.5

1

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

肥満

普通

やせ

（％）

100

50

（％）

100

50

-２３２３２３２３-



ハハハハ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））
・男女ともに，平成１８年から２２年にかけて肥満者の割合は減少している。

ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（３０３０３０３０歳以上男性歳以上男性歳以上男性歳以上男性））））
・３０歳以上男性は，平成１２年から１８年に肥満者の割合が増加したが，１８年から２２年
にかけては減少した。

ホホホホ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（４０４０４０４０歳以上女性歳以上女性歳以上女性歳以上女性））））
・４０歳以上女性は，平成１２年から１８年にかけて肥満者の割合が増加したが，１８年から２２
年にかけては減少した。

＊結果集計表・・・P４９

肥満者の割合の年次比較（３０歳以上男性）

28.8

36.3

30.5

0

20

40

12年 18年 22年

肥満者の割合の年次比較（４０歳以上女性）

28.5

34.5

24.1

0

20

40

12年 18年 22年

肥満者の割合の年次比較（成人・性別）

29.2

21.6
26.6

21.8

37.2

27.0

0

20

40

男性 女性

12年

18年

22年

（％）

（％）

（％）

12年･･･平成12年県民健康栄養調査　        18年･･･平成18年県民健康・栄養調査

22年･･･平成22年県民健康・栄養調査

-２４２４２４２４-



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況（（（（成人成人成人成人））））
・この１ヶ月の自分の健康状態を「あまりよくない」　「よくない」と答えた者の割合は，男性１７％，
女性２０．６％で女性の方がやや高い。
・「よい」「まあよい」と答えた者の割合は，男性３８．６％，女性３４．０％で男性の方がやや高い。

ロロロロ　　　　男性男性男性男性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・男性では，「よい」「まあよい」と答えた者の割合は，５０歳代で２７．８％と最も低い。

ハハハハ　　　　女性女性女性女性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・女性では，「よい」「まあよい」と答えた者の割合は，7０歳以上で２６％と最も低い。

＊結果集計表・・・P４９

主観的健康観（成人・性別）

16.7 19.7 14.1
19.4 18.9 19.9

44.5 43.9 45.1

15.0 13.3 16.4
3.9 3.7 4.2

0.5 0.5 0.4

0

50

100

総数 男性 女性

わからない

よくない

あまりよくない

ふつう

まあよい

よい

②②②②健康健康健康健康のののの状況状況状況状況（（（（主観的健康観主観的健康観主観的健康観主観的健康観））））

主観的健康感（男性・年齢階級別）

19.7 21.0 28.5
15.3 15.0 19.5 21.4

18.9
27.3 20.3

21.6
12.8

18.4 16.7

43.9
38.5 33.5

44.3 53.7
48.9 40.0

13.3 9.1 14.6 13.6 15.0 9.5 16.7

3.7
4.2 3.2

4.5 2.2 3.2 4.7
0.5 0.6 1.3 0.5 0.5

0

1

1

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

わからない

よくない

あまりよくない

ふつう

まあよい

よい

主観的健康感（女性・年齢階級別）

14.1 15.7 14.3 13.5 13.3 18.7 10.7

19.9
28.6 28.6 25.5

16.8 12.0
15.3

45.1
41.4 37.5 39.0 51.8 53.1

44.6

16.4 13.6 16.7 20.0 13.3 11.0
21.2

4.2
3.0 2.0

4.4 4.3 7.8

0.4 0.7 0.4 1.0 0.3

0

1

1

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

わからない

よくない

あまりよくない

ふつう

まあよい

よい

この１ヶ月の自分の健康状態（主観的健康感）について，男女とも「普通」と答
えた者が最も多く，約２人に１人。約２割の者が「あまりよくない」「よくない」と回
答している。

（％）

（％）

（％）

100

100

50

50

0

0

-２５２５２５２５-



イイイイ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況((((定期的定期的定期的定期的にににに運動運動運動運動をしているをしているをしているをしている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・定期的に運動をしている者の割合が最も高いのは，男性が７０歳以上，女性が６０歳代。
・運動習慣者が最も低いのは，男性は４０歳代，女性は３０歳代。

ロロロロ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別・・・・定期的定期的定期的定期的にににに運動運動運動運動をしているをしているをしているをしている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・定期的に運動をしている者の割合は，男性は平成１２年から２２年まで増加。女性は
平成１２年から１８年は減少し，２２年に増加している。

ハハハハ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況((((意識的意識的意識的意識的にににに運動運動運動運動をををを心心心心がけているがけているがけているがけている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・意識的に運動を心がけている者の割合が最も高いのは，男性が７０歳以上，女性が
６０歳代。最も低いのは，男性は４０歳代，女性は２０歳代。

＊結果集計表・・・P５２、５３

③③③③身体活動身体活動身体活動身体活動のののの状況状況状況状況

定期的に運動をしている者の割合の年次比較（成人・性別）

22.8 25.4
30.2

21.2

36.2

26.6

0

10

20

30

40

男性 女性

12年

18年

22年

定期的に運動をしている者の割合は，成人男性で約３人に１人，成人女性で
約４人に１人。男性は４０歳代，女性は３０歳代で最も低く，男性は７０歳以上，
女性は６０歳代で最も多い。

定期的に運動をしている者の割合（性別・年齢階級別）

36.2 36.4
30.1

24.9
29.4

47.1 48.3

26.6
18.6 18.5 18.9

27.0

38.2
31.9

0

0

0

1

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

男性

女性

（％）

60

40

20

（％）

＜参考＞　　運動習慣者=１回30分以上の運動を週２回以上，１年以上継続している者

意識的に運動を心がけている者の割合（性別・年齢階級別）

46.1

72.1
53.3

42.7
39.2

49.1

65.0 62.6

45.940.7
50.7

29.7

52.9
59.3

0

20

40

60

80

100

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

男性

女性

（％）

0
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ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別・・・・意識的意識的意識的意識的にににに運動運動運動運動をををを心心心心がけているがけているがけているがけている人人人人のののの割合割合割合割合））））
・意識的に運動を心がけている者の割合は，男性で平成１２年から２２年まで増加。女性は
平成１２年から１７年は減少したが，２２年に増加している。

ホホホホ　　　　年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況（（（（何何何何らかのらかのらかのらかの地域活動地域活動地域活動地域活動ややややサークルサークルサークルサークル活動活動活動活動をしているをしているをしているをしている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・何らかの地域活動やサークル活動をしている者の割合は，６０歳代で最も高く，３０歳代
で最も低い。

ヘヘヘヘ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（６０６０６０６０歳以上歳以上歳以上歳以上・・・・性別性別性別性別・・・・何何何何らかのらかのらかのらかの地域活動地域活動地域活動地域活動ややややｻｰｸﾙｻｰｸﾙｻｰｸﾙｻｰｸﾙ活動活動活動活動をしているをしているをしているをしている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・６０歳以上男性では，平成１２年から１７年にかけては増加したが，１７年から２２年にかけて
減少している。６０歳以上女性では，平成１２年から１８年は減少し，１７年から２２年に増加し
ている。

＊結果集計表・・・P５３、５４

意識的に運動を心がけている者の割合の年次比較（成人・性別）

41.7
48.3

41.9

53.3 50.746.5

0

10

20

30

40

50

60

男性 女性

12年

17年

22年

何らかの地域活動やｻｰｸﾙ活動をしている者の割合の年次比較（６０歳以上・性別）

25.8
28.3

24.0

28.5
30.2

21.2

0

5

10

15

20

25

30

35

男性 女性

12年

1７年

22年

何らかの地域活動やサークル活動をしている者の割合（年齢階級別）

19.8 17.2 12.2 15.8 16.8
27.3 26.0

72.8 73.5 84.0 78.2 75.2
68.5

62.6

7.4 9.3 3.8 6.0 8.1 4.2 11.4

0

1

1

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

以前はしていた

していない

している

（％）

（％）

100

50

（％）

17年･･･県民健康調査

-２７２７２７２７-



イイイイ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・朝食欠食者の割合は，男女ともに２０歳代で最も高い。
・全ての年代において，女性よりも男性の欠食率が高い。

ロロロロ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））
・全国と比較して，男性の欠食率は高く，女性の欠食率はやや低い。

ハハハハ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（２０２０２０２０～～～～３０３０３０３０歳代歳代歳代歳代・・・・性別性別性別性別））））
・男性欠食者の割合は，平成１２年から１７年に増加したが，２２年に減少。女性は平成１２年から
　２２年まで減少している。

＊結果集計表・・・P５５

④④④④食生活食生活食生活食生活のののの状況状況状況状況

朝食欠食者の割合の全国との比較（成人・性別）

15.3

6.7

12.7

7.2

0

10

20

30

男性 女性

宮城県

全国

朝食欠食者の割合の年次比較（２０～３０歳代・性別）

27.7

18.4

33.8

14.7

30.8

13.1

0

20

40

男性 女性

12年

1７年

22年

朝食欠食者の割合（性別・年齢階級別）

15.3

32.6
29.1

25.3

10.4
3.2

0.9

6.7

17.9

9.1 10.6
8.0

1.9 0.3

0

0

0

総数 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

男性

女性

朝食欠食者の割合は，男女ともに２０歳代で最も高く，男性では約３割，女
性では約２割である。年代が上がるにつれて，朝食欠食者の割合は低くな
る。

＜参考＞　　朝食欠食者＝朝食を「ほとんど食べない」「週に４～５日食べない」と回答した者

（％）

40

20

（％）

宮城県･･･平成22年県民健康・栄養調査　　全国･･･平成21年国民健康・栄養調査

（％）

0

-２８２８２８２８-



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況（（（（成人成人成人成人・・・・歯歯歯歯のののの保有状況保有状況保有状況保有状況））））
・歯の保有状況の性別による大きな差はみられない。

ロロロロ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別・・・・自分自分自分自分のののの歯歯歯歯をををを２０２０２０２０本以上有本以上有本以上有本以上有するするするする者者者者のののの割合割合割合割合））））
・自分の歯を２０本以上有する者の割合は，４０歳代から６０歳代にかけては全国より
低いが，７０歳以上では全国より高い。

ハハハハ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較((((75757575～～～～84848484歳歳歳歳・・・・自分自分自分自分のののの歯歯歯歯をををを２０２０２０２０本以上有本以上有本以上有本以上有するするするする者者者者のののの割合割合割合割合））））
・７５～８４歳で歯を２０本以上保持する人の割合は平成１２年から２２年まで増加した。

ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較((((成人成人成人成人・・・・かかりつけかかりつけかかりつけかかりつけ歯科医歯科医歯科医歯科医をををを持持持持つつつつ者者者者のののの割合割合割合割合））））
・かかりつけ歯科医を持つ人の割合は，平成１２年から２２年まで増加した。

＊結果集計表・・・P６１、６２

⑤⑤⑤⑤歯歯歯歯のののの状況状況状況状況

自分の歯を２０本以上有する者の割合の全国との比較（性別・年齢階級別）

60.4

93.8
80.9

64.1
90.1 74.7

35.0
29.6

0

50

100

40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

宮城県

全国

自分の歯を２０本以上有する者の割合の年次比較（75～84歳）

18.9
26.9

31.8

0

20

40

12年 18年 22年

歯の保有状況（成人・性別）

30.5 30.0 30.8

23.8 23.4 24.2

17.6 18.4 16.8
12.8 14.2 11.6
9.7 9.4 9.9

5.6 4.4 6.7

0

1

1

総数 男性 女性

まったくない（0本）

ほとんどない（1～9本）

半分くらいある（10～19本）

だいたいある（20～24本）

ほとんどある（25～27本）

全部ある（28本）

かかりつけ歯科医を持つ者の割合の年次比較（成人）

42.0 47.8
56.5

0

30

60

12年 1７年 22年

７５～８４歳で２０本以上歯を保持する者の割合は約３人に１人で，平成１２
年から２２年まで増加している。かかりつけ歯科医を持つ者は約２人に１人
で，平成１２年から２２年まで増加している。

（％）

100

50

（％）

（％）

（％）

0

-２９２９２９２９-



イイイイ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（成人成人成人成人・・・・睡眠睡眠睡眠睡眠によるによるによるによる休養休養休養休養のののの状況状況状況状況））））
・睡眠による休養を「十分とれている」「まあまあとれている」者の割合は，宮城県７９．９％，
全国８１．３％であり，全国と比較してやや低い。

ロロロロ　　　　年次別年次別年次別年次別のののの状況状況状況状況（（（（睡眠睡眠睡眠睡眠によるによるによるによる休養休養休養休養をををを十分十分十分十分とれていないとれていないとれていないとれていない者者者者のののの割合割合割合割合））））
・睡眠による休養を十分取れていない者の割合は，平成１８年から２２年で増加した。

ハハハハ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・ストレスストレスストレスストレス自己自己自己自己チェックチェックチェックチェック実施者実施者実施者実施者のののの割合割合割合割合））））
・ストレス自己チェックリスト実施者の割合は平成１８年から２２年でやや減少している。

ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・気軽気軽気軽気軽にににに相談相談相談相談できるできるできるできる相手相手相手相手がいるがいるがいるがいる者者者者のののの割合割合割合割合））））
・気軽に相談できる相手がいる者の割合は，平成１２年から１７年で減少，２２年で増加している。

＊結果集計表・・・P６３～６５

⑥⑥⑥⑥休養休養休養休養のののの状況状況状況状況

睡眠による休養の状況の全国との比較（成人）

30.9 35.4
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睡眠による休養を十分とれていない者の割合の年次比較（成人）
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気軽に相談できる相手がいる者の割合の年次比較（成人）

62.4
70.1 67.7
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ストレス自己チェック実施者の割合の年次比較（成人）

19.2 18.4

0

10
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18年 22年

睡眠による休養を「あまりとれていない」「まったくとれていない」者の割合は
約２割。平成１８年から２２年で増加している。

（％）

（％）

（％）

（％）

-３０３０３０３０-



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況（（（（成人成人成人成人・・・・飲酒飲酒飲酒飲酒のののの状況状況状況状況））））
・男性の飲酒者は６２．１％，女性は２９．８％。

ロロロロ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別・・・・多量多量多量多量にににに飲酒飲酒飲酒飲酒するするするする者者者者のののの割合割合割合割合））））
・多量に飲酒する者の割合は，男性で平成１２年から２２年まで減少したが，女性では
やや増加している。

ハハハハ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・節度節度節度節度あるあるあるある適度適度適度適度なななな飲酒量飲酒量飲酒量飲酒量をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のののの割合割合割合割合））））
・節度ある適度な飲酒量を知っている者の割合は，平成１２年から２２年まで増加している。

＊結果集計表・・・P６６～６８

⑦⑦⑦⑦おおおお酒酒酒酒のののの状況状況状況状況

多量に飲酒する者の割合の年次比較（成人・性別）
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節度ある適度な飲酒量を知っている者の割合の年次比較（成人）

38.4 39.1 42.4
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12年 17年 22年

飲酒の状況（成人・性別）

49.3
30.8

65.4

5.9

7.1

4.8
44.8

62.1

29.8

0

1

1

総数 男性 女性

飲む

以前は飲んでいたが、今はやめて
いる

飲まない

多量に飲酒する者の割合は，男性は４．９％で，平成１２年から２２年まで減少
している。女性は１．１％で，平成１２年から２２年までやや増加している。

＜参考＞　　節度ある適度な飲酒量=１日１合程度（１日に純アルコールで２０ｇ程度）と定義。

（％）

100

50

（％）

（％）

＜参考＞　多量に飲酒する者＝週４日以上かつ１日３合以上（１日に純アルコールで６０ｇ以上）飲酒する
者。

0

-３１３１３１３１-



イイイイ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況（（（（習慣的習慣的習慣的習慣的にににに喫煙喫煙喫煙喫煙するするするする者者者者のののの割合割合割合割合））））
・習慣的に喫煙する者の割合は，男女ともに30歳代が最も高く，70歳代以上が最も低い。

ロロロロ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別・・・・非喫煙者非喫煙者非喫煙者非喫煙者のののの割合割合割合割合））））
・非喫煙者の割合は，男女とも平成１２年から２２年まで増加している。

⑧⑧⑧⑧喫煙喫煙喫煙喫煙のののの状況状況状況状況

習慣的に喫煙する者の割合（性別・年齢階級別）

40.7
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57.2
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非喫煙者の割合の年次比較（成人・性別）
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習慣的に喫煙する者の割合は，男女ともに３０歳代が最も高く，男性では約
２人に１人，女性では約４人に１人が喫煙者である。男性の非喫煙者は約６
割で，平成１２年から２２年まで増加した。女性の非喫煙者は約９割で，平成
１２年から２２年までやや増加した。

＜参考＞　習慣的に喫煙する者＝たばこを「毎日吸う」「時々吸っている」と回答した者。

（％）

（％）

-３２３２３２３２-



ハハハハ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（男性男性男性男性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別・・・・たばこをやめたいとたばこをやめたいとたばこをやめたいとたばこをやめたいと思思思思うううう者者者者のののの割合割合割合割合））））
・男性のたばこをやめたいと思う者の割合は，６０歳代を除く全ての年齢で，全国より高い。

ニニニニ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（女性女性女性女性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別・・・・たばこをやめたいとたばこをやめたいとたばこをやめたいとたばこをやめたいと思思思思うううう者者者者のののの割合割合割合割合））））
・女性のたばこをやめたいと思う者の割合は，全ての年代において全国より高い。

ホホホホ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別・・・・たばこをやめたいとたばこをやめたいとたばこをやめたいとたばこをやめたいと思思思思うううう者者者者のののの割合割合割合割合））））
・たばこをやめたいと思う者の割合は，男性では年々増加している。女性は，平成１７年
にいったん減少したが，平成２２年にまた増加している。

たばこをやめたい思う者の割合の全国との比較（男性・年齢階級別）

41.0 40.6 38.4
43.4 40.6
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たばこをやめたいと思う者の割合の全国との比較（女性・年齢階級別）
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たばこをやめたいと思う者の割合の年次比較（成人・性別）
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＜参考＞
たばこをやめたいと思う者＝「たばこをやめたいと思いますか」の問いに対し，「たばこをやめた
い（やめようとした）」と回答した者

（％）

（％）

（％）

-３３３３３３３３-



ヘヘヘヘ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・喫煙喫煙喫煙喫煙のののの健康影響健康影響健康影響健康影響にににに関関関関するするするする知識知識知識知識をををを持持持持つつつつ者者者者のののの割合割合割合割合））））
・喫煙の健康影響に関する知識を持つ者の割合は，平成１２年と２２年で比較すると，
肺がんを除くすべての疾病で増加している。

＊結果集計表・・・P７０～７８

喫煙の健康影響に関する知識を持つ者の割合の年次比較（成人）
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37.1
36.4
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肺がん ぜんそく 気管支炎 心臓病 脳卒中 胃潰瘍 妊娠等 歯周病

12年

17年

22年

（％）

＜参考＞　喫煙の健康影響に関する知識を持つ者＝それぞれの病気（肺がん，ぜんそく，気管
支炎，心臓病，脳卒中，胃潰瘍，妊娠の胎児への影響等，歯周病）について，「たばこの煙を吸
うとかかりやすくなる」と回答した者

-３４３４３４３４-



イイイイ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・健診受診率健診受診率健診受診率健診受診率））））
・定期健康診査・人間ドック等の受診率は平成１２年から２２年まで減少している。

ロロロロ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・自分自分自分自分のののの血圧血圧血圧血圧をををを知知知知っているっているっているっている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・自分の血圧を知っている者の割合は，平成１２年と１７年で増加し，１７年と２２年ではほぼ
横ばいだった。

ハハハハ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・血圧血圧血圧血圧のののの正常値正常値正常値正常値をををを知知知知っているっているっているっている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・血圧の正常値を知っている者の割合は，平成１２年と１７年を比較すると横ばいで，
１７年と２２年を比較すると増加している。

＊結果集計表・・・P５１、８１

⑨⑨⑨⑨医療医療医療医療のののの受診状況受診状況受診状況受診状況

健診受診率の年次比較（成人）

74.6 67.9
70.8

0

50

100

12年 18年 22年

自分の血圧を知っている者の割合の年次比較（成人）

65.3
77.6 77.5

0

50

100

12年 17年 22年

血圧の正常値を知っている者の割合の年次比較（成人）

69.4 69.3
75.5

0

50

100

12年 17年 22年

（％）

（％）

（％）

定期健診（人間ドックを含む）の受診者の割合は約７割で，平成１２年から２
２年まで減少しているが，がん検診の受診率は平成１２年から２２年まで増
加している。

-３５３５３５３５-



ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較((((成人成人成人成人・・・・メタボリックシンドロームメタボリックシンドロームメタボリックシンドロームメタボリックシンドロームのののの概念概念概念概念をををを知知知知っているっているっているっている者者者者のののの割合割合割合割合））））
・メタボリックシンドロームの概念を知っている者の割合は，平成１８年と２２年を比較
すると増加している。

ホホホホ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・がんがんがんがん検診受診率検診受診率検診受診率検診受診率））））
・がん検診の受診率は，肺がん，大腸がん，子宮がん，乳がんでは平成１２年から２２年
まで増加した。胃がんは，平成１２年から１７年に減少し，２２年に増加した。

＊結果集計表・・・P８１，８６～８９

メタボリックシンドロームの概念を知っている者の割合の年次比較（成人）

49.5

63.2

0

20

40

60

80

100

18年 22年

がん検診受診率の年次比較（成人）

45.7

61.6

37.0

55.5
48.8

50.2
61.0

41.3
37.3 36.4

43.0
38.2

68.7

53.0
47.3

0

20

40

60

80

100

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

12年

1７年

22年

（％）

（％）

＜参考＞　メタボリックシンドロームの概念を知っている者＝「メタボリックシンドロームについ
て，内容を知っていますか」の問いに対し，「内容を知っている」と回答した者

-３６３６３６３６-



イイイイ　　　　男性男性男性男性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・男性の脂肪エネルギー比率は，２０歳代が最も高く，年代があがるごとに低くなって
いた。

ロロロロ　　　　女性女性女性女性・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・女性の脂肪エネルギー比率は，２０歳代が最も高く，年代があがるごとに低くなって
いた。

ハハハハ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（全年齢全年齢全年齢全年齢・・・・性別性別性別性別））））
・脂肪エネルギー比率は，男女とも，全国よりも低かった。

-３３３３7-

栄養素別エネルギー比率の全国との比較（全年齢・性別）

14.6 14.4 15.3 15.0
23.8 24.8 25.3 26.2

61.7 60.8 59.3 58.8

0

1

1

宮城県（男性） 全国（男性） 宮城県（女性） 全国（女性）

炭水化物ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

脂肪ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

たんぱく質ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

３３３３　　　　栄養摂取状況調査栄養摂取状況調査栄養摂取状況調査栄養摂取状況調査のののの概要概要概要概要

①①①①　　　　エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー比率比率比率比率（（（（脂肪脂肪脂肪脂肪エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー比率比率比率比率））））

栄養素別エネルギー比率（男性・年齢階級別）

14.6 13.4 14.6 14.7 14.2 15.0 15.0

23.8 25.8 25.0 25.0 22.5 22.5 20.9

61.7 60.8 60.4 60.3 63.3 62.5 64.1

0

1

1

総数 ２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上

炭水化物ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

脂肪ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

たんぱく質ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

（％）

　脂肪からのエネルギー摂取割合（脂肪エネルギー比率）は，男性が２３．
８％，女性が２５．３％で，女性は適正範囲の２５％より高かった。

100

50

栄養素別エネルギー比率（女性・年齢階級別）

15.3 14.9 14.8 15.0 15.5 16.1 15.6

25.3 26.4 26.2 25.8 25.8 24.2 23.6

59.3 58.7 59.0 59.2 58.7 59.7 60.8

0

1

1

総数 ２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上

炭水化物ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

脂肪ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

たんぱく質ｴﾈﾙｷﾞｰ比率

（％）
100

50

（％）
100

50

宮城県･･･平成22年県民健康・栄養調査　　全国･･･平成21年国民健康・栄養調査

0

0

0



ニニニニ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（２０２０２０２０～～～～４０４０４０４０歳代歳代歳代歳代・・・・性別性別性別性別））））
・２０～４０歳代の脂肪エネルギー比率は，男女とも，全国よりも低かった。

ホホホホ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（全年齢全年齢全年齢全年齢・・・・性別性別性別性別））））
・脂肪エネルギー比率を平成１２年と１８年で比較すると，総数，男女とも低くなったが，
　平成１８年と２２年を比較すると，いずれもほぼ横ばいである。

ヘヘヘヘ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（20202020～～～～40404040歳代歳代歳代歳代・・・・性別性別性別性別））））
・２０～４０歳代女性では，平成１２年から２２年まで減少しているが，男性では，
　平成１２年から１８年に減少し，２２年に増加した。

＊結果集計表・・・P９１～９９

脂肪エネルギー比率の年次比較（20～40歳代・性別）

27.5
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脂肪エネルギー比率の年次比較（全年齢・性別）

26.8 25.9
27.5

24.6 23.9 25.324.6 23.8
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総数 男性 女性

12年
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脂肪エネルギー比率の全国との比較（20～40歳代・性別）

25.6 25.2 26.127.1 25.9
28.2

0

10
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総数 男性 女性

宮城県

全国

（％）

（％）

（％）

-３８３８３８３８-



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況（（（（成人成人成人成人））））
・食塩摂取量は，成人で平均11.1gであり，男性１１．９ｇ，女性１０．４ｇだった。日本人
の食事摂取基準（２０１０年版）で定める男性９．０ｇ未満，女性７．５ｇ未満の目標量より
高かった。

ロロロロ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・食塩摂取量は，男性は２０歳代，女性は３０歳代が最も低く，男女とも５０歳代で最も高
かった。

ハハハハ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））
・食塩摂取量を全国と比較すると，男性，女性いずれも全国の値より高い。

②②②②食塩摂取量食塩摂取量食塩摂取量食塩摂取量

食塩摂取量（性別・年齢階級別）

0

5

10

15

総数 10.0 9.8 11.5 12.6 11.7 10.7 

男性 10.6 11.1 11.9 13.6 12.3 11.5 

女性 9.3 8.6 11.1 11.8 11.2 10.0 

２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上

（ｇ）

食塩摂取量の全国との比較（成人・性別）

11.1 11.9
10.410.7 11.6

9.9

0

5

10

15

総数 男性 女性

宮城県

全国

　食塩摂取量は，成人で平均11.1gであり，男性11.9g，女性10.4gである。

男女とも，日本人の食事摂取基準（2010年度版）で定める目標量より高
かった。

食塩摂取量（成人・性別）

11.1 11.9 10.4

0

5

10

15

総数 男性 女性

（ｇ）

（ｇ）

＜参考＞　日本人の食事摂取基準（２０１０年版）の目標量
　　　　　　　食塩相当量　　成人男性　９．０ｇ未満　　成人女性　７．５ｇ未満

-３９３９３９３９-



ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））

ホホホホ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（全年齢全年齢全年齢全年齢・・・・食品群別食塩摂取量食品群別食塩摂取量食品群別食塩摂取量食品群別食塩摂取量））））
・食品群別の食塩摂取量を全国と比較すると，調味料類からの摂取が全国より０．６ｇ，
野菜類からの摂取が０．１ｇ高かった。

ヘヘヘヘ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（全年齢全年齢全年齢全年齢・・・・調味料類調味料類調味料類調味料類のののの食塩摂取料食塩摂取料食塩摂取料食塩摂取料））））
・調味料別の食塩摂取量を全国と比較すると，みそ類からの摂取が全国より０．４ｇ，
その他の調味料が０．２ｇ高かった。

＊結果集計表・・・P９１～９９-４０４０４０４０-

食品群別食塩摂取量の全国との比較（全年齢）
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食塩摂取量の年次比較（成人・性別）

13.8 14.7
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調味料類の食塩摂取量の全国との比較（全年齢）
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1.3

1.3

1.3

1.7

2.0

2.2

0.1

0.1

0.1

0.1
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全国

宮城県

ソース

しょうゆ

塩

マヨネーズ

味噌

その他

＜参考＞

　日本食品標準成分表=食品の標準的な成分値が可食部100ｇあたりの数値で示されており，収
載食品や栄養成分値などが，定期的に見直しされ，改定されている。

（ｇ）

・食塩摂取量を平成１２年と１８年で比較すると，男女とも減少している。
　ただし，平成１２年と１８年の間には，栄養調査分析に使用する日本食品標準成分表の切
替があり，実際の食事に変化がなくても-４．９％の減少率が生じるといわれている。成人の
食塩摂取量は平成１２年が１３．８ｇ、１８年が１１．２ｇで２．６ｇの減少，－１８．８％の減少率
だが，食品成分表による変化率-４．９％を差し引くと，真の変化率は－１３．９％ となり，食
品成分表の切替による変化率を差し引いても食塩摂取量が減少したといえる。
 ・平成１８年と平成２２年を比較すると，ほぼ横ばいである。

（ｇ）

（ｇ）



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況（（（（成人成人成人成人））））

ロロロロ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・年齢別にみると，６０歳代が男女とも最も摂取量が高い。

・カリウム摂取量は，成人で平均２，３３９ｍｇであり，男性２，３９３ｍｇ，女性２，２９１ｍｇ
である。

③③③③カリウムカリウムカリウムカリウム摂取量摂取量摂取量摂取量

カリウム摂取量（性別・年齢階級別）

0

1,000

2,000

3,000

総数 2,012 2,095 2,055 2,456 2,769 2,342 

男性 2,076 2,268 2,045 2,546 2,715 2,436 

女性 1,938 1,933 2,065 2,379 2,817 2,261 

２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上

　カリウム摂取量は，成人で平均2,339mgであり，男性2,393mg，女性

2,291mgだった。平成１２年と２２年を比較すると男女とも大幅に減少した。

カリウム摂取状況（成人・性別）

2,339 2,393 2,291

0

1,000

2,000

3,000

総数 男性 女性

（mｇ）

（mｇ）

-４１４１４１４１-



ハハハハ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））
・全国と県で比較すると，男性は全国より低いが，女性は高かった。

ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））
・年次別に比較すると，男女とも，平成１２年から２２年まで減少している。

＊結果集計表・・・P９１～９９

カリウム摂取量の全国との比較（成人・性別）
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2,393

2,2912,311
2,404

2,233

0

1,000

2,000

3,000

総数 男性 女性

宮城県

全国

カリウム摂取量の年次比較（成人・性別）
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-４２４２４２４２-



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況((((全年齢全年齢全年齢全年齢））））

ロロロロ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況((((２０２０２０２０～～～～３０３０３０３０歳代歳代歳代歳代））））
・２０～３０歳代のカルシウム摂取量は平均で男性４８２ｍｇ，女性４３７ｍｇだった。

ハハハハ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況

・カルシウム摂取量は全年齢平均で５２０ｍｇ，男性５３３ｍｇ，女性５０８ｍｇだった。

カルシウム摂取量（全年齢・性別）

520 533 508
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（mｇ）

④④④④カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム摂取量摂取量摂取量摂取量

カルシウム摂取量（性別・年齢階級別）

0

200

400

600

800

総数 477 450 447 556 598 522 

男性 496 474 415 564 603 545 

女性 455 428 475 549 594 502 

２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上

　２０～３０歳代のカルシウム摂取量は平均で男性482mg，女性437mg

だった。平成１２年と２２年を比較すると，男女とも減少している。

カルシウム摂取量（20～30歳代・性別）

460 482
437
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（mｇ）
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・年齢別にみると，男性では４０歳代，女性では３０歳代が最も低く，６０歳代では男女と
も最も高い。

-４３４３４３４３-



ニニニニ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（全年齢全年齢全年齢全年齢・・・・性別性別性別性別））））
・全年齢のカルシウム摂取量は，いずれも全国よりも高かった。

ホホホホ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（２０２０２０２０歳代歳代歳代歳代・・・・性別性別性別性別））））
・２０歳代のカルシウム摂取量は，いずれも全国よりも高かった。

へへへへ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（３０３０３０３０歳代歳代歳代歳代・・・・性別性別性別性別））））
・３０歳代男性は全国より摂取量が高く，３０歳代女性では，全国より摂取量が低かった。

トトトト　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（２０２０２０２０～～～～３０３０３０３０歳代歳代歳代歳代・・・・性別性別性別性別））））
・カルシウム摂取量（２０～３０歳代）を平成１２年と１８年で比較すると，男女ともに減少
　したが，平成１８年と２２年では，いずれも増加している。

＊結果集計表・・・P９１～９９

カルシウム摂取量の全国との比較（全年齢・性別）
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カルシウム摂取量の推移（２０～３０歳代・性別）
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-４４４４４４４４-



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況（（（（成人成人成人成人））））

ロロロロ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況

・野菜摂取量は成人で平均３０７ｇであり，男性３１７ｇ，女性２９９ｇだった。

⑤⑤⑤⑤野菜摂取量野菜摂取量野菜摂取量野菜摂取量

野菜摂取量（性別・年齢階級別）
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男性 271 266 300 322 369 331 

女性 231 238 259 295 351 334 

２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上

　野菜摂取量は，成人で平均３０７ｇであり，男性３１７ｇ，女性２９９ｇだっ
た。平成１２年と２２年を比較すると男女とも減少している。

野菜摂取量（成人・性別）
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・年齢別にみると、男性では，６０歳代が最も高く，３０歳代が最も低い。女性では，６０歳
代が最も高く，２０歳代が最も低い。

-４５４５４５４５-



ハハハハ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））
・成人の野菜摂取量は，男女とも全国よりも高かった。

ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（成人成人成人成人・・・・性別性別性別性別））））

＊H12は食品区分が若干異なる。
＊結果集計表・・・P９１～９９

・野菜摂取量は，男性で平成１２年から１８年でやや増加したが，２２年に減少した。女
性では，平成１２年から２２年まで減少している。

野菜摂取量の全国との比較（成人・性別）
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野菜摂取量の年次推移（成人・性別）
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-４６４６４６４６-



イイイイ　　　　男女別男女別男女別男女別のののの状況状況状況状況（（（（１５１５１５１５歳以上歳以上歳以上歳以上））））

ロロロロ　　　　性別性別性別性別・・・・年齢階級別年齢階級別年齢階級別年齢階級別のののの状況状況状況状況
・年齢別にみると，男性では５０歳代が最も高く７０歳以上が最も低かった。女性では４０
歳代が最も高く，７０歳以上が最も低かった。

歩行数の平均値（１５歳以上・性別）
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４４４４　　　　歩行数調査歩行数調査歩行数調査歩行数調査のののの概要概要概要概要

①①①①　　　　歩行数歩行数歩行数歩行数のののの平均値平均値平均値平均値

歩行数の平均値（性別・年齢階級別）
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総数 7,263 6,956 6,854 7,609 7,415 6,831 3,899 

男性 7,109 6,625 6,977 7,746 8,809 6,495 4,702 

女性 7,472 7,346 6,749 7,499 6,402 7,115 3,198 

１５－１９歳 ２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上

　歩行数の平均値は，男性６，７１８歩，女性６，１２５歩であり，平成１２年
と２２年を比較すると，男女とも減少した。

・歩行数の平均値は，男性は６，７１８歩，女性は６，１２５歩だった。

（歩）

（歩）

-４７４７４７４７-



ハハハハ　　　　全国全国全国全国とのとのとのとの比較比較比較比較（（（（１５１５１５１５歳以上歳以上歳以上歳以上・・・・性別性別性別性別））））
・歩行数の平均値を全国と比較すると，男女とも全国を下回った。
・男性は女性よりも全国との差が大きかった。

ニニニニ　　　　年次比較年次比較年次比較年次比較（（（（１５１５１５１５歳以上歳以上歳以上歳以上・・・・性別性別性別性別））））
・平成１２年と１８年を比較すると，総数，男女とも減少している。平成１８年と２２年を
　比較すると，総数，男性は減少したが，女性は増加した。

＊結果集計表・・・P１０３、１０４

歩行数の平均値の年次比較（１５歳以上・性別）
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-４８４８４８４８-
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